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「ヴェーダ」とはサンスクリット語で「知識」もしくは「科学」を意味する

写真／文　鍵井靖章
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 「楽園」と称されるモルディブ。真っ白なビーチ

とヤシの木からなる小さな島々。僕が以前、住

んでいた南マーレ環礁のある島は、マンタやサ

メに会える外洋のダイナミックなダイビングポ

イントに近く、また、島の周りでも潜ることができ

るハウスリーフと呼ばれるポイントがあることで

有名だった。私はダイビングガイドとて、また、水

中カメラを持って、たくさんのゲストと早朝から

夜までモルディブの海を楽しんでいた。そんな時、

ゲストからよく、「こんな小さな島でよく長く働く

ことができるね」、と質問された。確かに３６５日、

歩いて一周約８分の小さな島に滞在して、たま

に買い物で首都のマーレに行くだけでほとんど

島から出ることのない毎日だった。言われてみ

れば、確かにそうだ。当時は、まだ若かったので、

いろんな環境に適応できたのか、もしくは「どう

にもできない」と諦めの胸中だったのか……。し

かし、確かに言えることは、自分たちの生活の

場を島だけに限定していなかった。ダイビング

やスノーケリングをすることで、周囲の海は私た

ちの絶好の遊び場となり、生活空間は無限の

広がりをみせてくれるように思えた。南の島で

長く生活するコツは、陸と海の境界線を失うこと

なのかもしれない……。 

　そして、海の中を覗くことと同じくらい大好きだっ

た島の時間は満月の夜のビーチだった。ヤシの

木陰から覗く明るい砂地は、月の光で満ち溢れ

驚くほど明るい。一歩踏み出して、青く柔らかな

光に包まれる。それは、あまりにも神秘的で、自

分がどこにいるのかわからなくなる。「非現実の

世界」に、新しく生まれ変わったような気持ちに

させてくれる。 

海、太陽、月、砂浜　椰子、空気。そんなシンプ

ルな要素のミックスが楽園・モルディブの礎となっ

ている。 

モ ル デ ィ ブ の 月 夜 で 生 ま れ 変 わ る  
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